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今後もなんらかお付合いが続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です

かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組の代表取締役 寄本 猛です
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置状況（看板・テントなども）、エアコンの室外機は強風で倒れたりズレたりしないか、エアコ
ンの配管の穴や取付物から雨漏りの原因になっていないか。

『掛けておいて良かった！』とのことで今後も保険金額が上がっても継続され
ると思いますが、被害があっても修繕費は保険で出るからではなく、被害がな
いように日頃建物の維持管理を最優先にお考えいただけますよう建築屋からの
お願いです。
急な修繕工事の費用捻出のため、保険のように毎月修繕費積み立てとして別に
預金口座を作っていただくのも一つかと思います。この一年、たくさんの台風
被害修繕工事のご依頼で忙しくさせていただきありがとうございました。
しかし、お客様同様うれしい被害修繕工事はあまりございませんでした。

昨年9月4日の京都も直撃した台風21号からちょうど一年がたちました。
台風が『非常に強い勢力』で上陸したのは1993年の13号以来 だそ

うで、特に近畿地方を中心に最大瞬間風速50m/sを超える猛烈な風が観測
されました。その日は平日昼間の台風通過で会社にいました。会社の駐車場
屋根の古い波板数枚が破損し飛ばされ、会社にいた大工さんと社員が強風の
中、飛ばされそうな波板を止め直しに屋根に上がってくれました。
台風通過直後から会社や携帯電話にお客様から被害状況と の電話が入り、その日から数週間は
被害状況の把握と仮修繕を優先に手分けしてまわり、主に屋根に上がる日々と修繕見積続きでした。

配管開口からの雨漏りも多数被害がありました。（弊社施工ではありませんが）
こう云った被害修繕を経験して、今後の仕事に生かせるよう学びがあります。
ふさわしい材料・取付ける部材の選定と良き施工方法を、コストのことがあっ
たり絶対大丈夫とは言い切れませんが、間違いのないご提案をさせていただき
たいです。今後も起こりうる台風・豪雨・強風・地震による建物の被害、特に
第三者に被害を与えないよう建物のご心配な箇所がございましたら、早めの
修繕改修をお勧めいたします。☝☝☝
また、今回保険による修繕費が多くのお客様に支払われました。

SOS

先にお聞きしていた仕事を少し延期させていただいたり、大工さんを引き抜き、
ご迷惑をおかけしたお客様もおられましたが、皆さんご理解いただき、協力し
ていただけ感謝申し上げます。
弊社での修繕に廻らせていただいた件数も百数十件にのぼり、未だ本復旧に
至っていないお客様もおられ、ご心配とご迷惑をお掛けしており申し訳ござ
いません。m(_ _)m
被害は圧倒的に屋根瓦のめくれ(特にケラバ瓦の飛散と棟瓦の崩れ）でした。

その他多かったのが物干し、カーポートの屋根波板の飛散・外壁・屋根板金の
めくれ・飛散・その他の被害による雨漏りでした。
今後もご注意いただきたいのは、屋根瓦や外壁に取りついている物・機材の設
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facebookで日頃の出来事や現場の進行状況を掲載しています。

最後まで読んでいただきありがとうございます。不定期ではありますがこの『JYONAN通信』で
弊社の取り組み・出来事・イベントなどのお知らせの発行が出来ればと思っております。

※この通信紙及びチラシの送付でご迷惑をおかけしていましたら恐れ入りますがご連絡いただければ 送付を取りやめさせていただきます。

建築業許可 京都府知事 （特-27）第1490号

通信65号の続きですが・・・
高校生活もいろいろあった３年間はあっという間で、昭和52年の卒業
からそれぞれの道に進む事となりました。
入学当初は40名でしたが、途中3名が転居による転校などで卒業時には
37名となり、進路は進学9名、就職28名（内設計事務所５名、建設
会社17名、自営工務店２名、役所２名、他業種他2名）他業種の2名
以外進学も含め、学びを生かし建築関係に進みました。

進学した9名もその卒業後 設計事務所3名、建築科教師1名、
住宅メーカー2名、不明3名で、社会人としてのスタートのほ
とんどが建築関係に進んだ事となりました。
私もこの通信23号で記載の通り設計事務所か建設会社か迷い
ました。｢(ﾟ～ﾟo)ｳｩｰﾝ
先輩との懇親会がきっかけで建設会社に決め、城南組に入社
する経緯を書かせていただきましたが、入社以来早43年目に
入りました。
卒業以来10年間は毎年正月に同窓会を開催してくれ、その後
みんなの進路にも変化が出てきましたが・・・
次号以降で書かせていただきます。☆ヽ(▽⌒*)

楽しい夜を演出してくれる花火。でも使いきれずに残ってし
まった、ということはありませんか？
実は花火の使用期限は10年くらいだそうです。

しかし、火薬が湿気を含んでしまうと、着火しづらく
なってしまうので、保存法が大切です。

そこで、新聞紙が活躍！花火を新聞紙で包み、袋に入れて
湿気の少ない場所に保管するだけで良いのです。

そこに乾燥剤などを入れることも
花火を保存するときは、破れや火薬もれがないか

十分に確認しましょう。
もし、捨てる場合はバケツに水をためて、花火をひと晩から
まる1日、十分に濡らしてから燃えるごみとして出しましょう。
自治体によっては未使用の花火を回収してくれない場合や、
別の捨て方があるなどさまざまなので、電話やホーム
ページで確認してくださいね。

ₐ∕ⅎ₤ ⅍↓№₦₰ₐ∕ⅎ₤ ⅍↓№₦₰


